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対象者：高校 2 年生 41 名の男子生徒 
単元名：サッカ  ー






























ダウン ジャンプ 深呼吸 ダウン
前かかとタッチ 前かかとタッチ 前かかとタッチ 前かかとタッチ
後ろつま先タッチ 後ろつま先タッチ 後ろつま先タッチ 後ろつま先タッチ
足ふり 足ふり 横キック 横キック
足ふり 足ふり 横キック 横キック
もも上げ もも上げ もも上げ もも上げ
しゃがみ手拍子 しゃがみ手拍子 外旋 外旋
外旋 外旋 内旋 内旋
内旋 内旋 ジャンプ 深呼吸
※ 8カウント
－ 64 －
 図 2. タブレットを用いた解説 









図 5 は膝立ちパンチングの様子である。 
 
図 3. 長座ダイビング 
 
図 4. 4 列横隊の配置 
 
図 5. 膝立ちパンチング 
 次に 7 グループ（1 グループ 6 人）に分かれて学習
した技能をタブレットアプリで動画撮影した。 
 
図 6. 生徒同士で動画撮影 
 
図 7. 撮影の配置 
 
 













 2.4 考察 
図 6 は生徒同士で動画撮影している様子である。図


























































図 9. 熟練者によるモデル映像を作成する 
 
 
























表 2. 大まかな授業の流れ 
 
【参考文献】 















10分 点呼 4列横隊 授業のねらい、流れを説明する
本時の説明 説明の時は座って静かに話を聞く
体操
展開Ⅰ
タブレットを用い
ての学習
サッカーの技能をプロジェクター
で映し、タブレットアプリによる
機能で2画面再生による比較をする
機器の操作で時間がとられないように操作を
事前によく確認しておく
10分 前時までに学習し
た内容を復習する
目標とする技能を確認する
技術的なポイントを理解させられるように明
確に伝える
　
展開Ⅱ
2人ずつペアになり4列横隊で練習
をする
説明を簡潔に伝え、授業中のオフタスク行動
を減らす
15分 学習ノートをそばに置いて練習を
する
速やかに移動させ、活動に入らせる
学習ノートに評価をつける
基礎的なポイントを確認しながら、積極的な
活動を促す
　
展開Ⅲ
速やかに集合させ、活動内容を簡単に説明す
る
10分 教師は回りながら安全管理及び個別指導を行
う
まとめ 初めの位置に集合する 生徒に成果を発表させる
5分 本時の学習内容を振り返る 授業を通してまとめを伝える
学習ノートを用い
た練習その後評価
タブレットを用い
てスキルテスト
6人、7グループに分かれて学習し
た技能をタブレットアプリで動画
撮影する
整列・挨拶
－ 67 －
